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本

野

英

本
書
は
、
城
山
智
子
氏
が
一
九
九
九
年
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
皐
に
提
出
さ
れ

た
m

晶
子
位
請
求
論
文
を
、
補
訂
改
稿
し
て
世
に
問
う
た
準
術
書
で
あ
る
。
日
本

の
大
学
準
部
出
身
者
で
、
栄
え
あ
る
ハ
ー
バ
ー
ド
大
挙
出
版
舎
か
ら
自
著
を

刊
行
で
き
た
研
究
者
は
、
わ
ず
か
し
か
い
な
い
。
著
者
の
類
稀
な
才
能
、
そ

し
て
努
力
と
精
進
の
賜
物
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
ま
た
、
二

O
世
紀
第
四

四
半
期
以
降
の

H
本
の
中
園
近
現
代
史
研
究
の
成
果
を
英
語
圏
墜
界
、
ひ
い

て
は
世
界
の
中
岡
史
研
究
者
に
惇
え
る
重
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
も
な
っ
て
い

る
。
近
年
多
く
の
日
本
人
研
究
者
が
そ
の
研
究
成
果
を
英
文
で
愛
表
す
る
よ

う
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
こ
れ
が
後
績
す
る
研
究
論
文
に
引
川
刑
さ
れ
る
数
は

多
く
は
な
い
。
研
究
者
一
般
が
注
目
す
る
の
は
何
と
い
っ
て
も
皐
術
書
な
の

で
あ
り
、
著
者
が
英
文
の
車
濁
著
書
を
刊
行
し
た
音
堂
我
は
大
き
い
。
本
書
の

誕
生
は
、
我
が
岡
東
洋
史
且
字
国
介
に
と
っ
て
よ
ろ
こ
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。

は
じ
め
に
、
向
学
術
雑
誌
書
評
の
形
式
に
則
っ
て
、
本
書
の
内
容
構
成
を
示

そ
う
。
そ
れ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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序

論

第
一
部
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
自
由
放
任
経
済
の
年
月
二
九
三
一
年
ま

で
の
経
済
動
向

一
銀
本
位
制
一
一
国
際
通
貨
髄
制
の
中
の
中
国

二
産
業
化
の
到
来
一
長
江
下
流
デ
ル
タ
地
帯
の
繊
維
産
業

三
債
務
を
負
っ
た
企
業
一
資
本
蓄
積
問
題

第
二
部
恐
慌
の
年
月
、
会
九
三
二
会
九
三
七
一
経
済
と
政
治
の
境
、
逗

四

農

業

不

況

五
不
振
に
あ
え
ぐ
事
業

六
上
海
金
融
恐
慌
、
一
九
三
四
|
一
九
三
五
年

七
恐
慌
へ
の
封
慮
ぺ
九
三
五
年
会
一
月
の
幣
制
改
革

八
到
達
貼
と
限
界
一
経
済
政
策
と
図
民
政
府
再
評
債

結

論本
書
は
ト
)
著
者
が
本
誌
を
合
む
園
内
外
の
向
学
術
雑
誌
に
設
表
し
て
き
た
邦

文
英
文
論
文
の
成
果
を
含
め
、
一
九
三

0
年
代
の
江
南
デ
ル
タ
地
帯
の
経
、
併

と
園
民
政
府
の
経
済
政
策
健
系
を
世
界
経
済
動
向
の
中
に
位
置
づ
け
て
再
考

察
す
る
こ
と
を
慕
本
主
題
と
し
て
い
る
。
具
程
的
に
は
、
一
九
三
五
年
の
幣

制
改
革
を
き
っ
か
け
に
市
場
へ
の
闘
典
を
一
獲
さ
せ
た
図
民
政
府
の
経
済
政

策
優
先
順
位
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
従
来
否
定
的
に
解
担
押
さ
れ
が
ち
だ
っ
た

軽
工
業
資
本
家
層
(
具
髄
的
に
は
無
錫
の
機
械
製
糸
業
、
綿
業
資
本
が
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
)
に
針
す
る
消
極
的
な
態
度
に
新
た
な
角
度
か
ら
光
を
嘗

て
る
こ
と
、
そ
し
て
凶
民
政
府
が
な
ぜ
同
時
代
人
か
ら
不
評
を
買
っ
た
政
策

健
系
を
追
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由
を
解
明
す
る
こ
と
に
力
鮪
が

置
か
れ
て
い
る
。
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各
章
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
部
の
三
章
は
、
本
書
が
扱
う
基

本
主
題
の
照
史
的
背
景
と
し
て
、
中
園
の
通
貨
鐙
制
、
江
南
デ
ル
タ
地
帯
の

軽
工
業
資
本
の
歴
史
、
そ
し
て
代
表
的
な
企
業
と
金
融
機
関
と
の
融
資
関
係

の
賓
態
を
述
べ
て
い
る
。
ま
ず
第
一
章
は
、
一
九
三

0
年
代
首
初
の
時
貼
で

の
中
園
の
通
貨
(
銀
貨
、
銅
銭
、
紙
幣
)
制
度
の
一
昨
史
的
背
景
が
概
観
さ
れ

る
。
本
書
全
慢
の
内
容
を
考
え
る
上
で
重
要
な
の
は
、
銀
貨
流
通
の
あ
り
方

で
あ
る
。
明
末
以
来
中
園
は
、
ス
ペ
イ
ン
・
メ
キ
シ
コ
ド
ル
銀
貨
、
香
港
ド

ル
銀
貨
、
そ
し
て
日
本
の
貿
易
銀
等
外
園
銀
貨
に
依
存
し
て
お
り
、
哀
世
凱

銀
貨
愛
行
を
起
黙
に
圏
内
銀
貨
の
統
一
に
踏
み
切
っ
た
と
は
い
え
、
こ
の
時

勤
ま
で
の
中
園
岡
内
通
貨
の
債
値
、
流
通
量
を
決
定
し
て
い
た
の
は
中
火
銀

行
に
よ
る
公
定
歩
合
で
も
な
け
れ
ば
通
貨
後
行
量
で
も
な
か
っ
た
。
中
園
圏

内
銀
地
金
の
流
逼
量
を
決
定
し
て
い
た
の
は
、
ロ
ン
ド
ン
先
物
市
場
、
次
い

で
一
九
三

0
年
代
に
な
る
と
ア
メ
リ
カ
政
府
の
銀
地
金
買
い
卜
げ
政
策
で
あ

っ
た
。
中
園
と
英
米
雨
園
の
貴
金
属
市
場
を
媒
介
し
て
い
た
の
は
、
在
華
外

国
潟
替
銀
行
、
と
り
わ
け
呑
港
上
海
銀
行
で
あ
っ
た
。
こ
の
銀
地
余
流
通
機

構
に
乗
っ
て
動
い
て
い
た
の
は
、
輪
出
決
済
、
海
外
華
僑
の
本
園
設
一
金
、
そ

し
て
外
園
企
業
の
封
中
園
投
資
で
あ
っ
た
。

第
二
章
で
は
、
数
多
く
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
て
、
本
書
第
一
の
主
役
で

あ
る
、
江
南
デ
ル
タ
地
帯
軽
工
業
資
本
勃
興
史
が
概
観
さ
れ
る
。
一
八
九

0

年
代
以
降
の
機
械
製
糸
業
・
綿
工
業
産
業
の
勃
興
を
可
能
に
し
た
の
は
、
一

九
世
紀
第
三
四
半
期
以
降
の
銀
債
下
落
、
農
業
の
商
品
化
、
そ
し
て
何
よ
り

も
第
一
次
世
界
大
戦
を
契
機
と
す
る
銀
債
・
輸
入
物
債
高
騰
と
日
貨
排
斥
運

動
に
よ
っ
て
中
岡
軽
工
業
資
本
に
よ
る
圏
内
市
場
占
有
率
の
確
保
が
可
能
に

な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

績
く
第
三
章
は
、
江
南
の
綿
工
業
経
管
者
・
機
械
製
糸
業
経
管
者
が
本
書

第
二
の
主
役
で
あ
る
銀
行
資
本
と
、
企
業
資
産
、
不
動
産
を
捨
保
に
融
資
貸

借
関
係
を
持
つ
に
到
る
ま
で
、
そ
し
て
そ
の
関
係
が
不
安
定
化
す
る
ま
で
の

経
緯
が
語
ら
れ
る
。
産
業
化
の
進
展
に
伴
い
、
従
来
と
は
比
較
に
な
ら
な
い

多
額
の
運
営
資
金
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
、
企
業
経
帆
営
者
は
銀
行
融
資
に
依

存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
融
資
を
受
け
る
に
は
権
保
が

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
金
融
詮
券
市
場
が
未
設
蓬
だ
っ
た
清
末
民
園
初
期
に

お
い
て
、
確
賓
な
権
保
と
し
て
ま
ず
考
え
ら
れ
た
の
は
、
株
式
配
常
で
あ
っ

た
o

だ
が
、
株
式
へ
の
高
額
配
蛍
ば
か
り
を
優
先
す
れ
ば
、
企
業
経
替
者
は
、

思
う
よ
う
な
資
本
蓄
積
が
遁
わ
ず
、
経
廿
営
基
盤
を
強
化
で
き
な
く
な
る
。
そ

し
て
、
い
っ
た
ん
収
盆
が
悪
化
す
る
と
、
た
ち
ま
ち
資
金
を
引
き
揚
げ
よ
う

と
す
る
出
資
者
が
績
出
し
て
し
ま
う
。
こ
の
こ
と
が
、
綿
工
業
の
事
例
で
説

明
さ
れ
る
。
出
資
者
が
極
度
に
投
下
資
金
凶
牧
に
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、
首
時

の
企
業
が
全
て
山
資
者
の
無
限
責
任
を
前
提
と
し
た
ム
口
股
企
業
に
よ
っ
て
運

航
宮
さ
れ
て
お
り
、
出
資
額
を
越
え
る
負
債
で
あ
っ
て
も
、
同
資
額
に
麿
じ
て

比
例
配
分
さ
れ
、
全
額
返
済
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
係
件
下
で
、
回
状
に
長
期
間
を
要
す
る
多
額
の
設
備
投
資
が
不
可
絞

な
工
場
制
機
械
工
業
の
経
営
碁
盤
を
安
定
さ
せ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の

か
。
そ
の
方
法
の
一
つ
が
、
上
海
、
無
錫
の
機
械
製
糸
業
が
導
入
し
た
工
場

設
備
の
所
有
者
と
経
M
営
者
が
分
離
し
た
租
廠
制
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
経

州
営
者
は
多
額
の
設
立
資
金
を
要
し
な
く
て
済
む
よ
う
に
な
り
、
好
況
時
に
は

会
五
%
の
利
潤
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
、
不
動
産
業
者
、
銭
荘
、
商
人
か
ら

多
額
の
投
資
を
引
き
つ
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
い
う
。

と
は
い
え
、
企
業
経
管
者
が
銀
行
か
ら
長
期
間
安
定
的
な
融
資
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
配
必
田
よ
り
確
管
凡
な
捨
保
が
必
要
で
あ
る
こ
と

に
嬰
わ
り
は
な
い
。
考
え
ら
れ
る
次
の
手
段
は
、
原
料
・
製
品
を
捨
保
に
す

156 
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る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
清
代
以
来
、
企
業
経
仙
営
者
が
銭
荘
か
ら
融
資
を
受

け
て
い
た
時
も
行
っ
て
い
た
方
法
だ
が
、
ど
ち
ら
の
債
格
も
市
場
動
向
に
よ

っ
て
大
き
く
繁
動
す
る
た
め
、
融
資
期
間
は
単
一
年
度
内
に
限
定
さ
れ
て
し

ま
う
。
従
っ
て
車
一
年
度
以
上
に
百
一
る
長
期
融
資
を
と
り
つ
け
る
た
め
に
は
、

よ
り
確
賓
な
不
動
崖
捨
保
を
保
有
す
る
こ
と
が
不
可
扶
に
な
る
。
特
に
権
保

債
値
が
高
か
っ
た
の
は
、
上
海
共
同
租
界
内
の
不
動
産
で
、
そ
の
債
格
は
一

九
O
三
年
か
ら
一
九
三
O
年
に
か
け
て
一
貫
し
て
上
昇
し
て
い
た
こ
と
が
、

羅
志
如
『
統
計
表
中
的
上
海
』
(
凶
立
中
央
研
究
院
枇
舎
科
皐
研
究
所
、
一

九
三
二
年
)
に
依
探
し
た
統
計
表
(
本
書
出
官
j
h
H
)
で
示
さ
れ
て
い

る
。
本
ヰ
早
は
、
著
者
が
こ
れ
ま
で
に
個
別
の
雑
誌
論
文
で
愛
表
し
た
自
信
作

で
あ
り
、
最
終
章
と
共
に
、
本
書
の
中
で
最
も
創
見
に
満
ち
た
部
分
と
な
っ

て
い
る
。

し
か
し
、
動
産
不
動
産
を
問
わ
ず
、
捨
保
を
と
っ
た
上
で
の
融
資
契
約
な

ら
ば
貸
す
方
に
と
っ
て
も
、
借
り
る
方
に
と
っ
て
も
履
行
が
確
賓
と
は
限
ら

な
か
っ
た
。
「
民
族
資
本
の
黄
金
時
代
」
が
終
わ
り
を
告
げ
た
一
九
二
三
年

以
降
に
な
る
と
、
綿
工
業
・
機
械
製
紙
工
業
の
経
営
環
境
は
悪
化
し
、
権
保

と
な
る
商
品
・
不
動
産
市
況
の
下
落
に
よ
っ
て
銀
行
と
企
業
経
営
者
側
と
で

契
約
紛
争
が
増
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
特
に
そ
の
傾
向
が
一

気
に
悪
化
し
た
の
が
、
世
界
大
恐
慌
勃
設
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が

世
界
大
恐
慌
勃
後
時
貼
で
の
南
京
国
民
政
府
の
お
膝
元
だ
っ
た
地
域
の
経
済

情
勢
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。

本
論
と
な
る
第
二
部
最
初
の
二
章
は
、
世
界
大
恐
慌
が
江
南
デ
ル
タ
地
帯

の
農
業
と
軽
工
業
に
如
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
の
か
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
。
第
四
章
で
は
、
一
九
二

0
年
代
後
竿
以
降
の
農
産
物
債
格
の
下

落
↓
中
園
農
産
物
輪
山
の
減
少
↓
農
産
物
生
崖
者
債
格
の
下
落
と
い
う
デ
フ

レ
ス
パ
イ
ラ
ル
が
農
家
に
及
ぼ
し
て
い
た
恐
る
べ
き
影
響
が
統
計
数
値
に
基

づ
い
て
描
か
れ
る
。

嘗
時
の
農
家
の
家
計
欣
態
と
経
営
規
模
に
よ
れ
ば
、
農
産
物
販
買
収
盆
は

彼
ら
の
家
計
牧
入
の
四

0
1
五
O
%
(
嘉
定
、
無
錫
)
を
占
め
、
さ
ら
に
支

出
の
王
六

1
七
八
%
が
生
活
費
、
と
り
わ
け
食
費
に
常
て
ら
れ
て
い
た
。
し

か
も
農
家
の
経
替
面
積
は
宋
代
以
来
一
貫
し
て
減
少
し
て
お
り
、
こ
れ
を
単

位
面
積
蛍
り
収
穫
高
の
増
加
で
補
う
こ
と
は
最
早
限
界
に
達
し
て
い
た
。
さ

ら
に
、
農
産
物
債
格
の
下
落
率
は
工
業
製
品
(
綿
糸
)
債
格
下
落
率
を
下
回

っ
て
お
り
、
農
民
の
生
活
水
準
が
都
市
州
労
働
者
の
そ
れ
よ
り
困
窮
化
し
て
い

た
の
は
歴
然
た
る
事
賓
で
あ
っ
た
。

農
民
が
生
活
を
維
持
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
農
地
を
捨
保
に
金
融
業
者
か
ら

金
を
借
り
る
し
か
な
い
。
か
か
る
生
活
環
境
下
で
世
界
大
恐
慌
に
伴
う
土
地

債
格
が
下
落
す
れ
ば
何
が
起
こ
る
か
。
農
y

家
の
債
務
負
捨
は
増
加
し
、
不
良

債
権
の
増
加
に
件
っ
て
農
村
金
融
は
機
能
停
止
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
勢

い
資
金
は
農
村
か
ら
上
海
に
向
か
っ
て
流
出
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
軽
工
業
資
本
と
て
事
情
は
そ
れ
ほ
ど
総
長
わ
り
が
な
か
っ
た
こ
と
は

第
五
章
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
無
錫
の
機
械
製
糸
業
の
場
合
、
イ
ギ
リ
ス
、

日
本
、
ア
メ
リ
カ
の
金
本
位
制
離
脱
に
伴
、
つ
銀
債
輸
出
潟
替
レ

1
ト
の
上
昇
、

西
洋
世
界
で
の
需
要
落
ち
込
み
に
加
え
て
第
一
次
上
海
事
総
長
に
よ
っ
て
生
産

規
模
が
縮
小
し
た
結
果
、
製
品
・
企
業
資
産
債
値
が
下
落
し
、
銀
行
か
ら
融

資
を
受
け
に
く
く
な
っ
た
。
彼
ら
に
針
し
て
園
民
政
府
に
で
き
た
救
済
策
は
、

政
府
議
行
設
券
に
よ
っ
て
金
融
市
場
か
ら
調
達
し
た
資
金
に
よ
る
原
料
繭
買

い
取
り
ぐ
ら
い
し
か
な
く
、
そ
の
炊
果
と
て
十
分
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

次
に
綿
工
業
の
場
合
、
経
後
危
機
の
き
っ
か
け
は
、
一
九
一
三
年
の
長
江

大
洪
水
と
内
戦
の
激
化
を
き
っ
か
け
と
す
る
農
業
不
況
に
加
え
て
、
東
北
地



316 

方
失
陥
に
よ
る
岡
崖
綿
布
市
場
の
喪
失
に
よ
る
生
産
縮
小
で
あ
っ
た
。
針
策

と
し
て
太
糸
生
産
か
ら
細
糸
生
崖
に
移
行
し
た
結
果
、
綿
工
業
資
本
は
園
産

原
棉
で
は
そ
の
原
料
を
十
分
賄
い
き
れ
な
く
な
り
、
ア
メ
リ
カ
原
棉
の
供
給

に
大
き
く
依
存
す
る
よ
う
に
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
一
九
一
一
一
一
年
以
降
連
績

赤
字
を
山
す
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
政
府
に
聡
入
原
棉
に
釘
す
る
関
税

引
き
下
げ
と
輸
入
綿
布
に
針
す
る
関
税
引
き
上
げ
を
要
請
し
た
が
、
政
府
の

方
針
は
、
意
外
に
も
園
産
長
繊
維
原
棉
へ
の
需
要
掻
大
を
目
指
し
て
い
た
た

め
、
彼
ら
の
願
い
と
は
正
反
針
な
内
容
で
あ
っ
た
。
勢
い
、
綿
工
業
資
本
は

操
業
短
縮
に
追
い
込
ま
れ
、
金
利
引
き
下
げ
、
輸
入
製
品
へ
の
闘
税
引
き
上

げ
、
原
棉
へ
の
輸
入
関
税
引
き
上
げ
を
再
度
政
府
に
要
求
し
た
も
の
の
、
願

い
は
聞
き
届
け
ら
れ
ず
、
事
態
は
悪
化
の
一
途
を
た
ど
る
こ
と
に
な
っ
た
。

綿
工
業
の
経
管
悪
化
は
、
銀
行
も
巻
き
込
み
、
経
管
て
こ
入
れ
を
試
み
た
銀

行
も
、
利
子
棒
引
き
と
融
資
期
間
短
縮
、
経
管
計
書
一
へ
の
介
入
を
行
う
過
程

で
多
額
の
損
失
を
飴
儀
な
く
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
事
態
は
、
上
海
金
融
市
場
に
も
影
響
し
た
。
績
く
二
章
で
は
、

上
海
金
融
市
場
と
園
民
政
府
の
通
貨
政
策
を
中
心
に
、
こ
の
時
期
の
中
園
経

済
が
世
界
経
済
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
著
者
は
第
六
章
で
、
上
海
の
金

融
ポ
能
川
を
三
段
階
に
匿
分
し
て
整
現
す
る
。
第
一
段
階
は
、
一
九
二
九
年
一

O
月
か
ら
一
九
一
一
一
一
年
八
月
ま
で
で
、
イ
ギ
リ
ス
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
の
銀

債
暴
落
に
よ
っ
て
生
じ
た
世
界
中
の
銀
が
中
園
に
流
入
す
る
一
方
、
農
村
か

ら
も
銀
が
上
海
に
流
入
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

L
L
L
海
共
同
租
界
に
空
前
の
不

動
産
投
機
と
、
枇
債
、
政
府
議
行
詮
券
へ
の
投
資
ブ

1
ム
で
し
上
海
の
景
気
が

沸
き
に
湧
い
た
時
期
で
あ
る
。

第
二
段
階
が
一
九
一
一
一
一
年
九
月
か
ら
一
九
三
四
年
六
月
に
か
け
て
で
、
イ

ギ
リ
ス
、
日
本
の
金
本
位
制
離
脱
に
伴
う
ポ
ン
ド
、
国
の
封
外
潟
替
レ

l
ト

下
落
が
も
た
ら
し
た
輸
出
激
減
と
輸
入
停
滞
、
さ
ら
に
海
外
華
僑
か
ら
の
本

図
迭
金
途
絶
に
よ
っ
て
岡
際
収
支
赤
字
を
補
填
す
る
手
段
が
な
く
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
中
園
か
ら
銀
地
金
が
流
出
し
た
時
期
で
あ
る
。
上
海
金
融
市
場
全

健
の
資
本
保
有
国
頁
は
農
村
地
帯
か
ら
の
銀
流
入
で
相
殺
さ
れ
て
い
た
が
、
農

村
か
ら
流
れ
込
ん
だ
銀
地
金
は
、
銀
行
の
固
定
預
金
増
額
や
企
業
に
封
す
る

信
用
供
輿
に
結
び
付
か
ず
、
遊
休
資
本
と
な
っ
て
あ
ふ
れ
返
る
だ
け
で
、
景

気
好
轄
に
結
び
付
か
な
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

そ
し
て
こ
の
こ
と
が
、
最
終
段
階
で
あ
る
一
九
三
四
年
六
月
か
ら
一
九
三

五
年
一
一
月
に
か
け
て
の
金
融
恐
慌
を
必
然
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
ア
メ
リ
カ
の
金
本
位
制
離
脱
、
ロ
ン
ド
ン
園
際
通
貨
経
済
曾
議
を

受
け
て
の
ア
メ
リ
カ
政
府
に
よ
る
銀
購
入
法
施
行
に
よ
っ
て
、
大
量
の
銀
地

金
が
中
凶
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
と
流
出
し
た
こ
と
に
よ
り
、
不
動
産
債
格
暴
落
、

預
金
者
の
銀
行
預
金
取
り
付
け
騒
、
ぎ
の
養
生
、
そ
し
て
第
三
章
で
取
り
上
げ

た
銀
行
と
企
業
形
成
者
相
互
の
融
資
閥
係
の
崩
壊
が
愛
生
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
時
代
の
流
れ
の
到
達
黙
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
が
、
一
九
三
五

年
一
一
月
か
ら
賓
施
さ
れ
た
幣
制
改
革
で
あ
る
。
第
七
章
は
、
幣
制
改
革
の

賓
施
過
程
を
、
首
時
の
中
園
の
通
貨
健
制
と
日
中
関
係
を
背
景
に
、
本
書
第

三
の
主
役
、
図
民
政
府
が
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
と
の
聞
で
行
っ
た
駆

け
引
き
が
扱
わ
れ
る
。
中
園
の
通
貨
市
場
は
、
凶
民
革
命
以
前
に
は
銀
行
券

愛
券
業
務
を
濁
占
す
る
中
央
銀
行
が
設
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
国
民
政
府
成
立

後
、
中
央
銀
行
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
も
、
愛
券
業
務
は
も
と
よ
り
地
方
銀
行

か
ら
の
預
金
も
管
理
で
き
ず
、
さ
ら
に
図
民
政
府
は
園
内
市
場
を
流
通
す
る

銀
地
金
の
針
外
流
出
入
を
管
理
で
き
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
の
現
状
を
見

て
い
た
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
日
本
政
府
は
い
ず
れ
も
園
民
政
府
の
幣
制

158 
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改
革
遂
行
能
力
を
疑
っ
た
。
特
に
幣
制
改
革
に
封
す
る
日
本
の
反
針
姿
勢
は

強
硬
で
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
の
封
中
岡
政
策
を
相
蛍
牽
制
し
て
い
た
。

ア
メ
リ
カ
政
府
も
銀
地
金
購
入
政
策
推
進
を
め
ぐ
る
財
務
省
と
園
務
省
の
意

見
が
鋭
く
釘
立
し
て
い
て
、
岡
氏
政
府
か
ら
の
支
援
呼
び
か
け
に
明
確
な
態

度
を
表
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
た
。
最
終
的
に
図
民
政
府
の
幣
制
改

革
を
支
援
し
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
政
府
で
あ
り
、
そ
れ
も
日
中
関
係
の
安
定
を

候
件
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

か
く
て
賓
現
し
た
の
が
、
有
名
な
リ
l
ス
・
ロ
ス
使
節
圏
の
訪
中
で
あ
る
。

リ
l
ス
・
ロ
ス
は
、
幣
制
改
革
の
賓
施
に
先
立
っ
て
通
貨
金
融
と
財
政
の
分

離
、
中
央
銀
行
の
政
府
か
ら
の
濁
立
、
外
債
愛
行
に
代
わ
り
、
園
民
に
長
期

国
債
を
購
入
さ
せ
る
こ
と
に
よ
る
資
金
調
達
を
進
二
日
し
、
園
民
政
府
も
こ
れ

に
従
っ
て
幣
制
改
革
を
賓
行
に
移
し
た
。
幣
制
改
革
の
焦
貼
は
、
中
央
銀
行

が
後
行
す
る
法
幣
を
流
通
さ
せ
、
そ
の
債
値
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。

そ
の
た
め
、
図
民
政
府
は
銀
地
金
を
園
有
化
し
、
地
方
銀
行
に
額
面
の
六

O
%を
銀
地
金
建
て
で
、
四

O
%を
有
債
詮
券
建
て
で
法
幣
を
買
い
取
ら
せ

る
こ
と
を
命
じ
る
一
方
、
通
貨
準
備
委
員
舎
に
銀
行
の
法
幣
免
換
準
備
の
内

容
を
監
覗
さ
せ
る
こ
と
で
、
法
幣
の
釘
ア
メ
リ
カ
ド
ル
、
イ
ギ
リ
ス
ポ
ン
ド

矯
替
レ
ー
ト
安
定
を
目
指
し
た
。
こ
れ
ら
は
全
て
列
園
と
海
外
華
僑
の
釘
華

投
資
を
拙
肥
や
さ
な
い
た
め
の
措
置
で
あ
り
、
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
法
幣
に
封

す
る
信
用
は
侍
立
し
、
一
九
三
五

l
三
六
年
に
な
る
と
景
気
は
回
復
し
、
海

外
か
ら
の
投
資
も
復
活
に
向
か
っ
た
。

以
上
を
踏
ま
え
て
、
著
者
は
最
終
章
と
結
論
で
、
園
民
政
府
の
経
済
政
策

が
何
を
も
た
ら
し
た
の
か
を
江
蘇
省
を
中
心
に
論
じ
、
そ
の
最
終
的
評
債
を

試
み
る
。
園
民
政
府
の
経
，
併
政
策
の
エ
ァ
セ
ン
ス
は
、
赤
字
積
極
政
策
に
よ

る
産
業
化
で
は
な
い
。
健
全
財
政
に
よ
る
通
貨
(
法
幣
)
債
値
の
安
定
化
で

あ
っ
た
。
そ
の
結
呆
、
産
業
支
援
に
回
せ
る
財
源
は
限
ら
れ
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
。
政
府
と
金
融
機
関
は
限
ら
れ
た
財
政
支
援
を
少
し
で
も
有
放
に
行

う
た
め
に
、
そ
し
て
軽
工
業
資
本
と
農
民
は
、
彼
ら
か
ら
の
保
護
と
融
資
を

確
賓
に
得
る
た
め
に
、
同
業
者
と
農
民
を
組
織
統
制
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
。
こ
う
し
て
、
軽
工
業
資
本
の
場
令
、
有
力
企
業
経
替
者
層
を
中
核
と
し

た
新
型
同
業
者
間
程
組
織
(
護
糸
改
良
委
員
舎
、
綿
業
統
制
委
員
合
)
を
介

し
て
の
原
料
配
給
、
出
荷
量
調
整
、
新
型
技
術
移
韓
、
信
用
供
典
を
行
っ
て

産
業
全
樫
の
競
争
力
の
底
上
げ
が
試
み
ら
れ
、
農
業
の
場
合
は
、
地
元
右
力

者
を
中
核
と
し
た
生
産
互
助
舎
が
組
織
さ
れ
、
こ
れ
を
車
位
と
し
た
銀
行
融

資
を
受
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
組
織
統
制
の
共
通
原
因
と
し
て
著
者

は
、
確
審
貝
な
捨
保
を
と
っ
た
上
で
の
融
資
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
有
力
者

を
介
し
た
企
業
、
農
民
の
組
織
化
以
外
に
方
法
が
な
か
っ
た
た
め
と
説
明
し

Ji
いヲ心。

著
者
が
結
論
部
分
で
強
調
し
て
い
る
こ
と
は
三
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
第
一
一
一

章
で
賓
註
さ
れ
た
、
銀
行
融
資
捨
保
と
し
て
の
上
海
共
同
租
界
不
動
産
物
件

の
重
要
性
で
あ
り
、
い
ま
会
つ
は
、
中
図
園
尽
が
岡
民
政
府
に
向
け
て
い
た

潜
在
的
不
信
感
の
大
き
さ
で
あ
る
。
特
に
重
要
だ
っ
た
の
は
、
銀
地
金
に
代

え
て
議
行
さ
れ
た
法
幣
に
封
す
る
不
信
と
、
自
凶
産
業
救
済
を
求
め
て
止
ま

な
い
園
民
の
撃
で
あ
っ
た
。
こ
の
雨
者
を
同
時
に
満
足
さ
せ
る
こ
と
を
至
上

命
令
と
し
た
結
果
が
、
本
文
で
示
さ
れ
た
よ
う
な
経
済
政
策
樫
系
に
な
っ
た

主
た
る
原
因
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
最
後
は
、
「
釘
外
開
放
」
慎
制
移
行
後
の

現
在
と
の
闘
連
性
で
あ
る
。
再
び
海
外
市
場
か
ら
の
影
響
を
考
慮
し
つ
つ
圏

内
経
済
政
策
を
逗
管
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
現
中
園
政
府
は
、
人
民
幣
の

釣
外
篤
替
レ

l
ト
を
巌
格
に
維
持
し
漬
け
る
限
り
、
財
政
政
策
の
運
用
次
第

が
と
り
わ
け
重
要
性
を
帯
び
る
こ
と
に
な
る
。
本
書
結
論
の
最
終
段
落
(
本
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書
二
四

O
頁
)
に
記
さ
れ
た
こ
の
指
摘
は
、
二

O
O
八
年
後
宇
に
額
在
化
し

た
世
界
経
済
危
機
に
直
面
し
た
現
中
園
政
府
が
、
急
き
ょ
内
需
掻
大
の
た
め

の
積
極
財
政
を
打
ち
出
さ
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
現
賓
を
見
れ
ば
、
そ

の
正
し
さ
を
疑
う
者
は
お
る
ま
い
。
一
見
強
大
に
見
え
て
い
る
が
、
海
外
市

場
動
向
に
大
き
く
左
右
さ
れ
て
い
る
と
い
う
黙
は
、
「
釣
外
開
放
」
健
制
の

中
岡
も
、
銀
地
金
の
流
出
入
愛
動
に
左
右
さ
れ
て
い
た
時
期
と
全
く
饗
っ
て

い
な
い
。
以
上
が
、
許
者
な
り
に
整
理
し
た
本
書
の
内
容
で
あ
る
。

本
書
は
、
一
九
二
九
年
か
ら
ゴ
ヱ
ハ
年
と
い
う
短
期
間
で
の
中
園
江
蘇
省
経

済
と
世
界
経
済
の
結
び
付
き
を
描
い
て
見
せ
た
、
断
面
固
で
あ
る
。
扱
う
時

期
こ
そ
比
較
的
新
し
い
が
、
著
者
の
愛
想
と
研
究
手
法
は
、
唐
宋
饗
革
期
以

来
、
江
南
デ
ル
タ
枇
曾
経
ー
併
史
を
一
貫
し
て
追
求
し
て
き
た
戦
後
日
本
東
洋

史
的
学
界
の
研
究
手
法
と
成
果
を
手
堅
く
受
け
継
い
で
い
る
。
本
来
日
の
出
現
に

よ
っ
て
我
々
は
、
こ
の
時
期
が
海
外
銀
地
金
流
出
入
に
代
わ
っ
て
有
力
園
際

通
貨
と
の
潟
替
レ

l
ト
維
持
が
中
園
経
済
の
動
向
を
左
右
す
る
時
代
へ
と
移

行
す
る
重
要
な
轄
換
期
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
歴
史
像
を
手
に
入
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

H
本
の
東
洋
史
学
界
の
持
刑
改
革
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、
野
津

豊
の
編
集
し
た
有
名
な
論
文
集
が
あ
る
。
同
目
頭
で
前
近
代
以
来
の
中
園
幣
制

の
特
徴
を
概
観
し
、
末
尾
で
現
在
と
の
共
通
貼
を
指
摘
し
た
こ
と
で
、
本
書

は
、
こ
の
有
名
な
論
文
集
の
よ
う
な
中
華
民
国
経
済
史
研
究
の
域
に
と
ど
ま

ら
ず
、
よ
り
大
き
な
歴
史
的
文
脈
の
中
で
幣
制
改
革
の
歴
史
的
意
義
を
描
く

こ
と
に
成
功
し
た
と
思
う
。

本
書
の
意
義
と
し
て
も
う
一
つ
指
摘
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と

は
、
法
幣
の
債
値
を
素
材
債
値
で
は
な
く
、
主
要
因
際
通
貨
と
の
矯
替
レ

l

ト
に
置
き
、
そ
の
維
持
を
最
優
先
と
す
る
経
済
政
策
慎
系
の
存
在
を
明
ら
か

に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
従
来
の
個
別
産
業
史
研
究
、
あ
る

い
は
園
民
政
府
と
産
業
界
と
の
関
係
史
レ
ベ
ル
で
は
十
分
説
明
で
き
な
か
っ

た
、
軽
工
業
資
本
支
援
策
の
不
徹
底
性
を
合
理
的
に
説
明
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
っ
た
。
ム
九
八

0
年
代
か
ら
本
格
化
し
た
園
民
政
府
期
の
歴
史
研
究
は
、

新
史
賓
護
掘
と
い
う
初
期
段
階
は
通
り
越
し
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
諸
史
賓
の

相
互
閃
果
関
係
を
、
よ
り
大
き
な
歴
史
的
文
脈
の
中
で
整
合
的
に
説
明
す
る

黙
に
力
黙
が
置
か
れ
る
段
階
に
な
っ
て
い
る
。
著
者
が
本
来
日
で
展
開
し
た
手

法
と
成
果
は
、
今
後
中
岡
近
現
代
史
研
究
を
志
す
後
進
世
代
の
研
究
者
が
こ

の
課
題
を
さ
ら
に
設
展
さ
せ
る
た
め
の
士
宮
室
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
本
書
が
園
民
政
府
の
経
済
政
策
全
て
を
解

明
し
た
諜
で
は
な
い
し
、
未
解
明
な
問
題
は
も
ち
ろ
ん
残
さ
れ
て
い
る
。
許

者
が
本
主
目
を
一
請
し
て
一
番
ひ
っ
か
か
っ
た
の
は
、
第
八
章
で
描
か
れ
た
、

図
民
政
府
、
金
融
機
関
が
江
蘇
省
の
軽
工
業
企
業
、
農
民
に
封
す
る
支
援
を

地
方
有
力
者
、
有
力
資
本
家
(
醇
喜
一
昨
萱
)
を
媒
介
に
行
う
過
程
に
つ
い
て
の

説
明
で
あ
る
。
著
者
は
、
健
全
財
政
を
前
提
と
し
た
こ
と
に
よ
り
政
府
・
金

融
機
関
か
ら
支
援
に
限
り
が
あ
っ
た
こ
と
、
企
業
・
農
家
聞
の
競
争
を
出
来

る
だ
け
回
避
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
捨
保
と
な
る
動

産
不
動
産
を
保
有
し
て
い
た
企
業
、
農
家
が
絶
到
的
に
少
な
か
っ
た
こ
と
等

を
主
た
る
理
由
に
奉
げ
て
い
る
。

し
か
し
、
あ
る
生
産
技
術
健
系
の
導
入
、
原
料
供
給
、
製
品
販
費
量
や
そ

の
ル
ー
ト
を
皿
厳
格
に
規
制
し
、
地
元
有
力
農
家
、
企
業
家
を
媒
介
に
農
民
、

企
業
を
組
織
統
制
す
る
試
み
は
、
こ
の
時
が
初
め
て
で
は
な
い
。
太
平
天
園

鎮
医
直
後
、
荒
廃
し
き
っ
た
江
南
養
叢
地
帯
を
再
建
す
る
際
に
、
清
朝
地
方

政
府
官
僚
の
支
援
の
下
で
試
み
ら
れ
た
手
法
も
こ
れ
と
そ
っ
く
り
だ
っ
た
こ

160 
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と
は
、
田
尻
利
の
研
究
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ

の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
は
王
朝
時
代
の
有
力
地
縁
血
縁
園
慢
の
組
織
化
と
王
朝
政

府
と
の
関
係
に
闘
す
る
数
多
く
の
研
究
で
、
肢
に
皐
界
周
知
の
事
賓
と
な
っ

て
い
る
。
王
朝
時
代
以
来
績
く
、
地
方
有
力
者
を
媒
介
と
し
た
園
家
に
よ
る

直
接
生
産
者
統
制
の
パ
タ
ー
ン
は
こ
こ
で
も
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
車
な
る
偶
然
の
一
致
と
片
づ
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

評
者
は
、
一
九
三

0
年
代
に
国
民
政
府
が
江
蘇
省
で
試
み
た
軽
工
業
企
業
、

農
家
の
集
圏
組
織
化
も
、
財
政
政
策
そ
の
他
国
民
政
府
期
固
有
の
理
由
だ
け

で
説
明
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
。
こ
こ
に
は
、
私
有
財
産
に
封
す
る

私
的
所
有
権
保
護
制
度
の
絞
如
と
い
う
、
中
園
枇
曾
特
有
の
性
格
が
現
れ
て

い
る
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
著
者
が
こ
れ
ま
で
繰
り
返
し
指
摘

し
て
い
た
、
銀
行
・
銭
荘
等
金
融
機
関
が
上
海
共
同
租
界
不
動
産
物
件
に
捨

保
と
し
て
の
高
い
許
債
を
輿
え
て
い
た
と
い
う
事
賓
が
、
そ
の
何
よ
り
の
詮

明
で
は
あ
る
ま
い
か
。

首
時
の
中
園
に
あ
っ
て
個
人
財
産
の
私
的
所
有
権
が
制
度
的
に
保
障
さ
れ

て
い
た
の
は
、
香
港
や
上
海
共
同
租
界
と
い
っ
た
候
約
港
枇
舎
の
み
で
あ
っ

た
。
香
港
や
篠
約
港
枇
舎
内
で
の
み
有
放
だ
っ
た
個
人
財
産
所
得
保
護
制
度

を
利
用
す
る
目
的
で
在
華
外
岡
企
業
を
利
用
す
る
中
園
人
が
、
清
末
の
中
園

権
力
者
に
と
っ
て
ど
れ
ほ
ど
恐
る
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
の
か
。
か
つ
て
評
者

は
無
錫
の
機
械
製
糸
業
資
本
家
(
そ
れ
は
著
者
が
本
書
で
取
り
上
げ
た
醇
喜
一
叶

萱
の
父
親
で
あ
る
醇
南
冥
で
あ
る
が
)
を
軸
に
こ
の
貼
を
明
ら
か
に
し
た
こ

と
が
あ
り
、
著
者
は
そ
の
研
究
成
果
に
封
す
る
書
評
を
手
が
け
て
い
た
こ
と

を
想
起
す
れ
ば
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
い
考
察
を
行
っ
て
い

て
も
よ
か
っ
た
の
に
と
残
念
に
思
う
。

個
人
の
私
的
所
有
権
が
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
中
圏
一
枇
舎
は
も

と
よ
り
東
洋
枇
舎
一
般
に
共
通
す
る
特
徴
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
マ
ル
ク

ス
が
夙
に
指
摘
し
て
い
る
し
、
最
近
の
ウ
イ
ッ
ト
フ
ォ

l
ゲ
ル
再
許
債
の
中

(

n

o

)

 

で
も
改
め
て
そ
の
重
要
性
が
確
認
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
著
者
は
、
通
貨

金
融
制
度
に
焦
黙
を
合
わ
せ
て
こ
の
時
代
を
考
察
し
て
い
る
た
め
、
中
図
利

舎
を
超
歴
史
的
に
規
{
記
す
る
特
徴
に
ま
で
完
全
に
日
が
行
き
届
い
て
い
な
い
。

だ
が
、
通
貨
の
債
値
安
定
に
よ
っ
て
海
外
か
ら
の
資
本
と
技
術
流
入
に
依
存

し
な
け
れ
ば
、
そ
の
繁
栄
が
維
持
で
き
ず
、
濁
自
の
技
術
開
設
が
な
か
な
か

う
ま
く
い
か
な
い
と
い
う
、
中
園
枇
舎
の
特
徴
に
針
す
る
理
解
を
深
め
る
た

め
に
は
、
こ
の
問
題
の
さ
ら
な
る
考
察
は
避
け
て
通
れ
な
い
。
そ
し
て
そ
れ

は
、
本
書
の
成
果
を
踏
ま
え
て
中
国
枇
合
経
済
史
研
究
を
進
め
よ
う
と
す
る

後
進
研
究
者
が
濁
向
の
研
究
課
題
と
し
て
設
定
す
る
べ
き
問
題
で
あ
ろ
う
。
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l
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